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	応用
	抗原情報
	背景
	多くの筋肉特異的遺伝子の調節領域に存在する MEF2 エレメントに特異的に結合する転写活性化因子。心臓の形態形成と筋形成を制御し、血管の発達にも関与。興奮性シナプスの数を抑制し、基礎および誘発性シナプス伝達を調節することで、海馬依存性学習および記憶に不可欠な役割を果たす。多くの筋肉特異的遺伝子の調節領域に存在する MEF2 エレメントに特異的に結合する転写活性化因子。心臓の形態形成と筋形成を制御し、血管の発達にも関与。SOX18 を介した転写活性化を促進する。興奮性シナプスの数を抑制し、基礎および誘発性シナプス伝達を調節することで、海馬依存性学習および記憶に不可欠な役割を果たす。大脳新皮質における正常なニューロンの発達、分布、および電気活動に不可欠。巨核球および血小板の適切な発達、ならびに骨髄Bリンパ球産生に必要である。BCR刺激に対するB細胞の生存および増殖、T細胞依存性抗原に対する効率的なIgG1抗体応答、ならびに胚中心B細胞の正常な誘導に必要である。また、神経新生および皮質構造の発達にも関与している可能性がある（類似性に基づく）。リプレッサードメインを欠くアイソフォームは、アイソフォーム1よりも活性が高い。
	研究分野
	AMPK; タンパク質アセチル化; MAPK_ERK_成長; MAPK_G_タンパク質
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	Raji 細胞溶解物中の MEF2C 発現のウェスタン ブロット分析。

